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図の如く, エーテルエキスを 5 % N aO H 水溶液で抽出した際, 中間層から得られる結晶を精査 し, こ
れが最初 E uler 等によって D aucus carota から単離された, いわきる ''D aucosterin", すなわちその
後 K ind 等によって研究され '世 (針sitosteryl)-D -glucoside" と記載された物質と全 く一致することを
明らかにしたo さらに不揮発性残痘からは, アル ミナカラムクロマ トグライーで精製, 分離 して, 従来
phytosterol と報告されている物質を得, これが β-sitosterol であることを確認したO
オタネニ ン ジン
エー テル冷浸








精油成分中, 低沸点部分 (F l) からは, 近藤等によって Panacen と命名されたオタネニンジン特有の
芳香を有するセキステルペンの一種が得られるが, これをガスクロマ トグラフイ- に付すると13個のpeak
に分離し, 単一物質ではないことが明らかとなった｡ さらにこれを分取ガスクロマ トグラフィーによって
A , B , C の 3成分に分離し, A およびCからそれぞれアル ミナカルムクロマ トグラフィーで精製, 分離
して β-elem ene および erem 〇phylene の存在を確認した｡
〔Ⅱ〕 Panaxynol について
高沸点部分 (F 2) からはケイ酸カラムクロマ トグラフィ- によって, 精製分離して, 文献未知の一新物
質を得, panaxynol と命名した｡
Panaxynolは三重結合を有する不飽和アルコ- ルであって, 接触還元によって得た飽和アルコール(Ⅰ)
を飽和ケ トン(Ⅱ)に酸化し, これを Schm idt 分解すれば tetradecylam ine と pentadecanoic acid を
得ることから(Ⅱ)は 3｣ leptadecanone, したがって(Ⅰ)は 3-heptadecaI101 であり, panaxyl101 は直鎖
で 3位に水酸基を有することを確認した｡ さらに panaxynol のオゾン酸化によって octanal および
form aldehyde が得られること, 二酸化マンガン酸化によって 3位の水酸基が三重結合と共鞭のケ トンに
なることの他, U V , IR , N M R スペクトルの分析から panaxynol の構造が 1,9-heptadecadiene-4,6-
diyn-3-ol であることを明らかにし, この推定式に基いて図の如 く全合成を実施, 天然品と全 く一致する
ことを確認した｡ 又合成品の誘導体を検討した結果, B ohlm ann 等が提出した falcarinone の推定式を
積極的に証明することが出来た｡
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エーテル抽出残液をメタノールで冷浸して得たエキスを脱色炭-セライ トクロマ トグラ フ ィーに付 し
H 20 , 5 % E tO H , 10% E tO H 溶出部からそれぞれ glucos?, sucrose, その他の糖類を分離し, 50% E t
- 538 -
O H および 99% E tO H 溶出部からはサポニン体を得た｡ これを 5% H C l で加水分解すればサポゲニン
C 30H 530 3C 1 が得られるが, このサポゲニンに図のような反応を行なって得た誘導体の検討の結果と柴田
等の得た panaxadiol, protopanaxadiolとを比較し, 著者の得たサポゲニンは protopanaxadiolchlori°e
であると推定した｡
竿 鼻 O,*
H ｡廓 ' !J H O G ,グ｣
panaxadiol protopanaxadiol
c ro 34 # aBH4
Sapogeni∩
サポゲニン
C 30H 530 3C l m p 180 0 (decom p)
A c20 - P y
C 30H .9L= og IH c ･30H 49F oe HA C c 30H 49i
m p 1710 (decom p) m p 1130
巨 p y .t
C 30H 4 8 5i





m p 158- 1600
m p 2520 (decom p)
C 30H49
- 5 3 9 -
- O A C
･- O A C
- O A C
F
- O A C





A c20 - H C IO 1
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
オタネニンジンの根は漢方で人参として強壮, 強精の高貴英として尊重されている｡ 著者はこの人参よ
り p-sitosterol およびその配糖体, panacene, panaxynol, saponin 体などの諸成分を単離しそれらの
化学的研究を行なった｡ 即わち panacene についてはガスクロマ トグラフィーによりそれが13個のピー
クを示す混合物であることを見出し, それらのうちより 針elem ene および erem ophylene を分離同定
した｡
panaxynol については分解反応により 1.9-heptadecadiene-4.6-diyn-3101 であることを明らかにし
その全合成にも成功した｡ またその際天然アセチレン化合物の一つである falcarinone の推定式の正しい
ことを証明することにも成功した｡ また saponin 体については塩酸加水分解により sapogenln chloride
を得, これについて種々の反応を行ない Protopanaxadiolchloride であることを推定した｡
本論文は薬学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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